





















































































































































































































｢人」 122 9９ ２ 141 8７ ６
名 ｝ロ ４ 163 ６ ６ 1鰹
十 ３ 1 4７ ３ ２ 6９
位 ３ 0 4４ ０ ０ 3７
数詞のみ 1３ 1１ 1６ ８ 0 1４
些鎚群など 0 ０ ０ 0 ０ ７
返すが本稿の筆者は主述と名詞句前置との明確な線引きをする手立てを持たない
ので、これらをすべて名詞句前置として取り扱う。
５これは郭（1987）の詞典の部分の「名」①の説明だが、この説明には例句として
例文が付されており、その'1ｺでく数十「人」＞の表現を共起させている。
６人民日報５月13日１０版（In1ll大地震とは関係のない記事）などにもく～的＋
「人」＞の表現があるから、そういう表現形式が少数ながら存在する可能性はあ
るのではないか。
７その後、魏晋南北期時に植物を、鯖唐時に詩歌や時間や抽象事物の計湿に用法を
拡大させたとする。
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付記：2008年５月ごろより、原田病と思われる免疫障害その他の複合的な
原因によって、近視であった目が極端に遠視化し、視力が安定化せ
ず近くのものが見えなくなりました。このため、新聞縮刷版の調査
などが遅延をしたため、本来であれば人民日報・文腿報の他に光明
日報などについて、３紙で２週間分程度を調査するつもりでありま
したが、時間的にかないませんでした。またそれに伴い原稿提出が
遅れ、国語国文学会事務局にも御迷惑をおかけいたしました。なお、
川口市の牛九英寛氏には、四川大地鍵に関する中国国内の雑誌の提
供を受けましたので、お礼申し上げます。最後に、上田先生の御退
任をお祝い申し上げます。
－２１６（左７）
